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プロセス全体でのモデル共有による建設生産システムの高度化、他分野での活用

◎構造物、工程（時間）、コスト等の一元管理
･･･クラウド上のデータベースに、３次元データ、コスト、時間等の情報を一元的に管理し、関係者間で必要な情報を共有・反映。

◎フロントローディングの実施
・・・設計初期からシミュレーション等を実施し、事前に問題点等の改善（手戻り防止）。

◎コンカレントエンジニアリングの実施
・・・各プロセスにおいて調査、計画、設計、積算、施工、維持管理の立場から、データベースの並行活用、並行変更が可能。

施工完了後に
当該場所にモデルを登録

仮想3次元空間（国土全域）
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トンネル

ダム

橋梁土工

河川

必要なあらゆる情報
からなる構造物のデ
ータベース
（属性情報）

構造物に関するデータベース

構造計算

調査・測量成果

品質情報

点検結果

関係者で同一モデルを共有

他分野・他産業での活用
例：道路の3次元データを活用した自動運転等

地理院地図地理院地図
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その他の
プラットフォーム
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地理院地図

一般住民

完成モデルや維持管理情報を閲覧

一般住民への情報
公開による合意形

成の効率化

他分野への情
報提供による
サービス向上

その他プラットフォームとの連携
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■クラウドの活用イメージ
・プロジェクト関係者間にお
ける
スケジュール管理（共有）
・データ編集権限の設定
・プロジェクト関係者の設定

作業中 閲覧不可 閲覧可

完成したら
納品フラグを立てる

納品フラグを立てたモ
デルを発注者が確認

共有空間上で、フラグの切り
替え等による仮想的な納品

更新

更新

更新更新

更新

活用

活用
活用

活用

活用

都市空間での利活用

ダム・ダム湖

砂防施設

風力発電
水力発電所

河川・堤防

トンネル

鉄道

漁村集落・砂防林

空港

遊歩道
砂浜海岸

○○km

道路法面緑化

石垣

送電施設

自動車専用道路

道路

保存樹木

街路・街路樹

宅地

公園・緑地

タンク

橋梁

漁港

水門

駅・駅前広場

防波堤

農業用水路

圃場整備

埋設物

地上・地下を含めた仮想空間

項目 検索対象

構造形式 ○○式

目的 △△

建設年 ２０００

水系種別 一級河川

‥‥‥ ‥‥‥

確認・修正指示

検索

○○橋梁モデル
モデルの
登録

同種・類似モデル
の参照・活用

受・発注者間のオンラ
イン上でのデータの共

有・確認

一元管理による
管理の効率化

同種・類似
モデルの参照

地図表示

検索条件
の設定

位置情報の登録

設計時干渉
チェック

①干渉を確認 ②修正（鉄筋間隔を調整）

基本設計・予備設
計の精度向上

既存構造物の補修
工事の積算に活用

3D、VRを活用した景観設
計や合意形成の円滑化

設計の高
度化

設計者

◆◆橋梁モデル

発注者

指示確認・修正結果登録

施工者

数量算出
の効率化

ヒヤリハット
事例

………… 
…………

施工対象と周辺環境（特別高
圧警戒範囲等）の関係性を把
握し、安全性を向上させる

施
工
担
当3次元設計データ等によりICT

建設機械を自動制御し、建設
現場のIoTを実施

オペレータ用

のモニター

作業履歴・状況
を表示

  

マシンコントロール

施工者

マシンコントロールデータ
の作成効率化

事前の安全対策

施工時の安全管理への活用

3次元測量データと設計図面と
の差分から施工量（切り土、盛
土量）を自動算出

安全性向上に係る対策への活用

施工計画と施工結果の
比較の効率化

既存構造物の補修工事の
積算に活用

簡易な現況構造物のモデル化と施
工時の変更モデルを明確にすること
で、契約変更のエビデンスを記録

設計図面へ
の助言・コメ

ント

他フェーズの
モデル参照

他のフェーズ
で作成された
成果の活用

設計段階における施工
者の技術力の活用

施工者

実構造物

実構造物

点検・補修・
補強の実施

◆◆橋梁モデル

劣化曲線

重要度 小

重要度 中

重要度 大

劣化予測シミュレーション

被災後にLPデータ（衛星画像等）を取得し、
モデルに重ねて、現場状況を把握

発災時

維持管理の初期
値としての活用

被災前後の形状把握の効率化

前回点検結果の
参照の効率化

災害時の緊急点
検での活用

各フェーズで作成された
データの維持管理での活用

過去の点検結果を更新することで、
維持管理フェーズ内でもモデルが
更新される

点検業者

点検結果の
一元管理 維持管理の

高度化・効率化

点検補修
記録の蓄積

点検結果

現地調査結果のリアルタイムな可視化

劣化予測や施工シミュ
レーション等での活用

ひび割れの可視化

損傷状況を3Dで管理

現場からのデータ
収集の効率化

MMSの普及で常時3D計
測を実現

地質サーフェスモデルから、地層
変化を把握し、ボーリング調査の
調査深度を正確に設定可能

調査結果の蓄積

基礎調査範囲の具体化

設計者

発注者

工事説明会
の資料

住民説明会
の資料

設計思想の

共有化

設計時、修繕計画時
に、現地に行かずに
構造物の状況や周辺
環境を把握可能

作業計画の立
案の効率化

事業のマネジメント
ツール

設計者

点検業者

プロセス全体でＣＩＭモデルを情報共有するためのあり方

社会基盤情報標準化委員会 特別委員会
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